介護部会　Ｋブロック会議　報告書

　　
実施日　　　　　　平成27年11月30日（土）　14：00～16：00

会議実地会場　　　すこやか　　　　　介護老人保健施設

参加人数　　　　　10施設　　17名　参加人数

港南あおぞら2名　あさひな2名　ふるさと1名　コスモス2名　ほのぼの2名

ひとりざわ2名　レストア横浜1名　能見台パートリア2名　
湘南グリーン老健上郷1名　すこやか2名

議事項目　　　褥瘡について

　
内容

· A施設

●エアーマットを使用（静止型・体区分散型など4種類）褥瘡の状態を見て使い分ける

●リスクがある方は個別計画書、すでにある方は処置計画書を記入していく　

●車椅子座位の時のクッション使用（座位保持型クッション・体圧分散型クッション数種類に使い分ける）

☆B施設

●入所時低リスクor高リスク一ヶ月ごとに再カンファレンス、他職種で行うが最低3職種でカンファレンス実地する

●マットレス2種類、エアーマット2種類使い分けている

☆C施設

●病院からマットレスをレンタルしている

●こんにゃくマット（マットレスの上に置く）

●一ヶ月に一回栄養のカンファレンスを行い、必要に応じて、補助食品を使用する

●車椅子の種類多数あり

☆D施設

●マットレス3種類計10枚・体位交換枕3種類使用

●施設長の指示にて処置を行う

☆E施設

●リハと連携でポジショニングを行う

●低栄養の方に補助食品使用

●褥瘡ができた場合は処置表を使用していく

☆F施設

●リスクが高い方は2～3週間の間に評価する

●職員の研修をする

☆G施設

●フローチャートを使用している

　入所1週間はブレーデンスケールでＮＳが評価する。

· リスク者にはファイルにシールを張っていく

· 褥瘡対策を2ヶ月に一回行っている

· ポジショニングは居室に写真を貼って共有する

· 体交マクラは褥瘡委員会が管理し、ノートで管理している新人研修でも指示している

☆H施設

●入所時に褥瘡スケールを行う。クッションはレンタル式

●褥瘡委員会は月に一回行う

●業者とリハビリより勉強会を行なった

●リハビリパンツの使用者の少なく、布パンツを使用している方が多い

☆I施設

●2ヶ月1回褥瘡委員会を行っている。年に２回勉強会

●ブレーデンスケールを使用

●一日一回ＮＳと一緒におむつ交換と処置をする

☆J施設

●入所時に褥瘡予防のフローチャートを使用している

●週に一回褥瘡カンファレンスを行う

●褥瘡リスクのある方は処置表に記入し、対策をしていく

